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改革改善
の考え方

①問題
点

措置入所に当たっての基準等が未整備であり、明文化されていない。
下伊那郡内の町村の待機者が減っており、養護老人ホームに欠員が生じている。

②改革
提案

措置入所についての基準策定を行い、内規としてまとめる。
飯田市からの措置入所待機者は、できるだけ緊急度の高い者のみに抑制する。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

高齢人口の増に伴い独居老人・高齢世帯が増加する背景のもと、生活困難の度合を勘案し養護老人ホームへの措置を実施
した。

総事業費①+② 346,018 345,045 346,622 345,045

1,400 1,400

臨時職員所要時間 600 600

一般財源 270,962 286,045 267,577 284,045

人件費計（千円）② 5,651 5,651

正規職員所要時間

起債

その他 69,405 59,000 73,394 61,000

県支出金

事業費計（千円）① 340,367 345,045 340,971 345,045 （そ）老人措置負担金

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

養護老人ホーム入所措置 4月1日現在の入所者数 174人
事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

老人福祉法に基づき、経済的理由と家族や居住の状況から在宅生活が困難な高齢者を養護老人ホームに措置する。

成果
指標

老人ホーム入所者数/独居・高齢者世帯×１００ 2.2 2.1 2 2

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

安心して暮らせる高齢者の割合

入所者数 174

意図（どういう状態
にするか）

養護老人ホームに措置入所し、安定安心した生活を確
保する。

目
的

対象（誰・何を）
経済的理由と家族や居住の状況から在宅生活が困難な
高齢者

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 35 高齢者福祉の推進
基本計画上
の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

H27担当課等名 長寿支援課 H27係等名 長寿支援係 H26係等名 長寿支援係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 終了
事務事業名 養護老人ホーム措置事業

会計 一般会計
12 27

事業種別 政策

3 施策№ 35 事業№


